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2024 年 11 月 11 日 
 

環境トピックス 2024 年 10 月号 
 

このトピックスは環境分野における新しい行政の動きや環境ビジネス情報、コンプライアンス事例をご提供いたします。今後

の環境ビジネストレンドに影響を与える情報をセレクトしています。 

 

＝今月の目次＝ 

 
1. 政府・行政・法令分野 

 

(1) 2023 年の GHG 濃度は過去最高の 420ppm に、温暖化加速を懸念・・・WMO 3 

(2) 世界的な水需給のひっ迫に警鐘・・・WMO 3 

(3) 3℃温暖化による都市のリスクは 1.5℃の場合よりはるかに大きいと報告・・・WRI 4 

(4) 世界は 2030 年の再エネ3 倍目標達成に近づいていると分析・・・IEA 4 

(5) 世界規模の取組によってプラスチック汚染をほぼなくせると報告・・・OECD 5 

(6) 欧州の水は汚染、過剰使用、気候変動の負荷を受けていると報告・・・EEA 5 

(7) 世界のネイチャーネガティブが深刻化―日本の里山では、身近なチョウや鳥が急速に減少も 6 

(8) 自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）に対する拠出について・・・環境省 6 

(9) 都市緑地の質 みどり資源の保全に加え 脱炭素貢献なども期待・・・国土交通省 7 

(10) 循環経済・自然資本等推進ファンドに 30 億円出資・・・東京都 7 

(11) 人生 100 年時代の住環境とは？ 

モデルは紙オムツ回収でつながる多世代参加型コミュニティなど・・・国土交通省 

8 

(12) 日米 CCUS／カーボンリサイクル・ワーキンググループを開催・・・経済産業省 8 

(13) 既存の政策続けば、最大3.1 度の破滅的な気温上昇 

COP29 前に「排出量ギャップ報告書」を通じて警告・・・UNEP 
9 

(14) 「国連気候変動枠組条約第 29 回締約国会議閣僚級準備会合（プレCOP29 ）」が開催 

・・・環境省 

9 

(15) 11 月はエコドライブ推進月間です！！ 

～地球と財布にやさしいエコドライブを始めよう～・・・国土交通省他 

10 
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2. 環境ビジネス分野 

 

(1) 有機食材を使うオーガニック給食、全国へ広がり―その背景と波及効果とは 11 

(2) 「スコープ 3 の脱炭素化はコストの倍の利益が得られる」・・・英国 CDP 11 

(3) 既存容器の代替なるか？酸性・アルカリ対応の紙容器をローンチ！・・・DNP 12 

(4) 紙製ディスペンサー容器で韓国コスメ市場に進出・・・日本製紙 12 

(5) 循環型建築とは？資源枯渇と廃棄物処理の同時解決ソリューション・・・日建設計 13 

(6) 「深谷ねぎ」出荷時に廃棄される葉からプラスチック製品を試作・・・埼玉工業大学 13 

(7) アシックスとロッテが協業、 

カカオ豆の皮を有効活用したチョコレート色のシューズに込めた思いとは 

14 

(8) 「エシカルじゃないと買わない」 10 代の 3 割近くに 15 

(9) 非可食性植物「テリハボク」から航空燃料成分・・・Ｊオイル 15 

(10) 高齢世帯の食べ残しは若年世帯の約 2.8 倍～新たな GHG 発生源か？！ 16 

(11) 岐阜のスキマスイッチ公演を CO2 実質ゼロに・・・日本ガイシ 16 

(12) 小泉今日子 全国ツアーでのカーボンオフセットプロジェクトをサポート 16 

(13) 回遊魚の”おしっこ”は年間 8 か月の栄養供給源だった！ 17 

(14) 都市化による地下水汚染はサケ稚魚の成長を阻害している！ 17 

(15) 蛍光灯が無くなるのに…LED 交換が遅々として進まぬ理由は？ 18 

次ページ以降はアドバイザリー契約会員専用です。 

（全16ページ） 

 

ここをクリックして詳細をチェック 

https://www.ebagency.jp/service/advisory/
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